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卒業時アンケート（学部対象） 

対象 ：学部卒業論文提出者 

実施期間 ：2022 年 1 月 5 日（水）～1 月 31 日（月） 

実施方法 ：教務係へ卒業論文を提出しに来た者にアンケート用紙を配布し、すぐ側に設置し

た回収箱へ投函してもらう。回収箱は評価・広報室前にも設置した。卒業論文の郵

送提出を希望した者には、卒業論文と一緒にアンケートも郵送で提出してもらう。 

      ※アンケートとともに卒業論文を提出するというかたちをとったため、卒業論文提

出日にほぼ回収することができた。 

論文提出者 ：183 名 

回答者数 ：180 名 

回答率 ：98.4％   ※2020 年度 98.9％ 

 

 

結果まとめ 質問ごとに(全体)（実数） 

【専修】 所属する専修は次のどれですか？ 

 

質問１ あなたが所属する専修において開講されている講義や演習の数や種類は十分でしたか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

92 71 15 1 1 

 

質問２ あなたが所属する専修において開講されている講義・演習・実習等のバランスは適切だと思い

ますか？ 

A 強くそう思う B ややそう思う C あまり思わない D 全く思わない E どちらとも言えない 

74 85 16 1 3 
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質問３ あなたが所属する専修において開講されている授業の内容は、全体として満足できるものでし

たか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

108 58 12 1 1 

 

質問４ 大阪大学文学部の教室や教育のための設備は、満足できるものでしたか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

42 93 37 6 2 

 

質問５ 卒業論文の作成や日常の勉学について、教員から十分な指導を受けることができましたか？ 

A 強くそう思う B ややそう思う C あまり思わない D 全く思わない E どちらとも言えない 

87 74 12 1 5 

 

質問６ 大阪大学文学部での勉学は、全体として満足できるものでしたか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

87 76 10 0 6 

 

 

各質問の回答選択肢の割合 
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質問７ 大阪大学文学部での教育全般について、より良くするための意見や要望があれば、自由に書い

て下さい。 

【設備・教室について】 

文法経の照明が暗い。 

芸術棟の机とイスががたつくのを直してほしい。 

施設、設備をより実情に即した選択の幅が広いものに変えてほしです。 

【授業・単位について】 

特に令和 3 年度は幅広い分野をカバーする先生方が専修にいらっしゃったので、より充実した学びを

得ることができました。ありがとうございました。 

一回生のときに全ての専修にふれることができたことはよかった。 

他専修の学生が簡単に参加できるような演習科目があっても良いと思う。 

専修により厳しさが異なるのは、不平等だと思う。 

基礎（専門）と専門科目のレベル差が大きいので、その橋渡しとなるようなアカデミックライティング

の授業があればよかったです。 

もっと学生同士で授業中に交流する機会があるとうれしいです。 

特に文学部の授業においては、自分の考えを実際に話すアウトプット型の授業が少ないと感じました。 

コロナ禍で大学 3～4 年の間、一度も登校せず卒業となりました。教室を融通してくれたら、対面指導

を何度か受けれたのではないかと不満です。 

非常に高圧的だったり幼稚な振る舞をしたりする教員に出会った。 

【卒論について】 

卒論の書き方については、もう少し指導があるとよいと思った。（回答数 2） 

卒論提出日が 1 月 5、6 日なのでお正月がつぶれてしまう。提出日を変えてほしいです。また、提出水

準を満たす体裁を明確にしてほしいです。 

【図書館について】 

図書館の購入本を広く公募してほしい。 

図書館の席使用制限は解除しなくてもよいと思います。 

【その他】 

KOAN の掲示内容の中でメールで来るものが少ない。もう少し重要掲示はメールで案内が来るように

してほしい。セキュリティも上がったので中々KOAN を見ないことが多いので。 

教務係の情報伝達、案内を親切にしてほしい。 

教務係と教員が連携してほしい。 

コロナの中十分に対応くださっていたとは思いますが、コロナがなければという思いはぬぐえません。 
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自由記述欄についての回答 

 教室の照明や机や椅子など学習環境についてご意見をいただきました。これまでも定期的に学

習環境の整備を行ったりしてきました。予算上の制約があり直ちに全てを実現できるわけではあ

りませんが、今後とも学習環境の整備に努めていきます。 

アカデミックライティング授業、オンライン授業と対面授業のあり方、専修横断型の演習授業など

についてご意見をいただきました。コロナ禍での授業のあり方をも含めて、アンケートなどのご意見

を踏まえて検討していきます。また毎年 FD 研修などにより授業の改善に取り組んでいますが、今後

も努力を続けていきます。 

ハラスメントのような事例についてご意見をいただきました。大阪大学は「ハラスメントのな

い大学」を目指して、毎年 F D 研修を実施しています。今年度も、大阪大学の教職員を対象とし

て「令和 3 年度ハラスメント研修及びハラスメント意識のチェック」を実施しました。ハラスメ

ントなどの問題が生じないように努めているところですが、不幸にしてそのような状況に陥った

時には、相談室などへご相談ください。大阪大学全体としては、豊中、吹田、箕面の各キャンパ

スにハラスメント相談室を設けています。また文学部ではハラスメント問題委員会を設けていま

す。 

専門分野の授業及び卒論作成指導についてもご意見をいただきました。専門分野の授業及び卒業論

文の作成や様式などは専門分野によって大きく異なっています。卒業論文の提出期限などは学部

で統一していますが、口頭試問、卒業判定の時間を確保するためにも１月上旬より後に提出期限

を設定するのは難しい状況です。 

図書館の購入本、座席使用制限についてもご意見をいただきました。図書館としても学生のニ

ーズに応えるために努力しているところですが、予算の制限があり実現できるわけではありませ

ん。また、図書館も「大阪大学の活動基準」に従って運用されています。今後も図書館の利用が

急に制限されたり、あるいは解除されたりすることが予想されます。なるべく事前に計画を立て

て準備しておくことをお勧めします。 

KOANについてもご意見をいただきました。必要な情報は、KOAN、文学研究科のホームページ、

大阪大学のホームページに随時掲載し、周知しています。セキュリティーが厳しくなりましたが、

KOANを見るようにしてください。 

教務係についてもご意見をいただきました。ご意見は係内で共有し、改善に努めていきます。 

 

 

 


